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産業廃棄物排出企業の
リスク・マネジメント

産業廃棄物をめぐる企業リスク低減のために必要なスキームとは？

　①法制度の正しい理解
　②排出事業者をめぐる法的責任・社会的責任の把握
　③産廃処理業者の実態把握と委託先評価手法の確立
各分野の専門家による詳しい解説、委託先産廃処理業者を評価する
ためのチェックリスト運用事例及び先進企業や自治体の取り組み
事例も収録した本書があれば、すべての理解が深まります！

産業廃棄物をめぐる企業リスク低減を目指し、あらゆる角度から徹底詳解！

産業廃棄物排出企業の
リスク・マネジメント

第一法規　編
A5判／640頁／定価 本体5,000

＞＞＞廃棄物処理・リサイクルを「企業リスク」の視点でとらえる必要性が高まっています
　法改正・規制強化の動きや、大手企業の環境ビジネスへの進出等により、廃棄物処理・リサイクル業
界はかつてない変革期にある。特に、環境省が「産業廃棄物処理業の優良性の判断に係る評価制度」を
始動させたことにより、今後の産廃業界の動向からは目が離せない状況にある。
　その一方で、許可権限主体である自治体も不法投棄問題に頭を悩ませている。香川県豊島事件以降も、
青森・岩手、最近では岐阜においても豊島クラスの大量不法投棄が発覚しており、各自治体は、上記
優良性評価認定制度やそれに類する独自制度と2000年改正で大幅に強化された「排出（事業）者責任」の
徹底追及スキームをリンクさせることで、不法投棄問題解決の糸口を見出そうとしている。
　こうしたことから、産業廃棄物を排出する事業者（以下、「排出事業者」）にとっての「廃棄物管理に係る
リスク」はより拡大する方向にあり、排出事業者における当リスクの企業経営への影響力の評価が高まり、
一部の企業に、自社の廃棄物リスク管理体制を真剣に見直す、あるいは新たに構築する動きが出はじめて
いる。しかしながら、廃棄物処理・リサイクル関連法制において、実際にいかなる法的責任を排出事業者が負っ
ているのか、体系的に、詳細に把握できている企業は少ない現状にある。　　（本書内容を一部改訂の上抜粋）

＞＞＞産業廃棄物処理に関する委託先事業者は、重要なリスク要因となる可能性があります
　2000年改正で大幅に強化された「排出（事業）者責任」に基づき、自ら不法投棄等の不適正処理、
法律違反行為を行った訳ではない排出事業者も、特定要件の下、措置命令の対象ともなり得ることとなっ
たため、コンプライアンスが強く求められる昨今、排出事業者にとって、自社の排出する産業廃棄物の
収集運搬・処理の委託先は、単なる一取引企業ではなく、極めて大きな（法的・社会的）リスク要因と
して認識されるに至ったのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本書内容を一部改訂の上抜粋）
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第１編　産業廃棄物処理と法規制

　第１章　産業廃棄物対策の現状について

　　１．基本的考え方
　　２．産廃処理業の優良化
　　３．電子マニフェストの普及促進について
　　４．公共関与等による産廃処理施設の整備推進
　　５．ＰＣＢ廃棄物処理に向けた取組について
　　６．建設汚泥の取扱いについて
　　７．廃石膏ボードの取扱いについて
　　８．アスベスト廃棄物の処理について
　第２章　廃棄物処理法の詳細解説

　　はじめに―廃棄物処理法前史と廃棄物処理法制定
　　１．廃棄物の定義
　　２．排出事業者責任
　　３．委託基準
　　４．管理票関連
　　５．業許可取得
　　６．業許可取消し
　　７．施設設置許可取得関連
　　８．施設の維持・設置許可取消し
　　９．改善命令・措置命令

 第２編　
排出事業者責任とリスク・マネジ

　　　　 メント

　第１章　排出事業者の法的責任・社会的責任

　　１．排出事業者の法的責任
　　２．排出事業者責任の強化規定
　　３．排出事業者の社会的責任
　第２章　廃棄物適正処理のための管理システムの構築

　　１．リスク把握
　　２．リスク・マネジメント計画の設定
　　３．リスク・マネジメント体制の構築

 第３編　
産廃処理業者の実態把握と委託先

　　　　 の連携

　第１章　処理業者の実態と委託先選定の手法

　　１．産廃処理業者の位置付け
　　２．産廃処理業者にかかる情報入手
　　　　　―優良性認定評価制度創設と情報公開
　　３．産廃処理業者の財務会計情報の読み方
　　４．委託先評価の考え方・現地審査等チェックリスト
　第２章　廃棄物適正処理管理システムの構築

　　１．住宅産業における委託業者選定のポイント
　　　　　―積水ハウス株式会社の取組
　　２．委託先調査・評価システムの構築と運用
　　　　　―富士写真フイルム株式会社の取組

 第４編　適正処理のための管理実務

　第１章　適正処理管理体制の構築

　　１．委託契約の締結
　　２．産業廃棄物管理票の交付及び運用
　第２章　電子マニフェストの活用実務

　　１．電子マニフェストとは
　　２．電子マニフェストの仕組み
　　３．電子マニフェストの運用
　　４．電子マニフェスト導入のメリットと機能
　　５．システムの改善
　　６．電子マニフェスト運用事例
　　７．電子マニフェスト普及の取組
　　８．モデル事業の成果と概要
　　９．電子マニフェストの利用について

 
第５編

　産業廃棄物適正処理をめぐる自治
　　　　 体の取組

　第１章　大阪府

　第２章　千葉県

　第３章　東京都

＜お客様の個人情報の取扱いについて＞
お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、当社商品・サービスのご案内を
するために使用いたします。ご同意のうえお申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、
訂正、削除を希望される場合は、下記フリーダイヤルにより最寄りの支社までご連絡ください。お客様よりお預かりしました個人情報は、
弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理して参ります。

フリーダイヤル TEL　 0120-203-696　FAX　 0120-202-974 

キ　リ　ト　リ　線

部□公用
□私用

ご住所

様　㊞ 　　　 　　　  　　　
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取 扱 い
この申込書は、ハガキに貼るか、
このままＦＡＸで下記宛お送り
いただくか、最寄りの書店へ
お渡しの上ご注文下さい。

■宛先
〒107-8560
東京都港区南青山2-11-17
第一法規株式会社
FAX　　0120-302-640
（FAXはお近くの支社へ届きます）
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［コード019612］定価 本体5,000円＋税
上記のとおり申し込みます。なお、代金は現品受領後、請求書により支払います。
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